
人文科教育研究　14　1987年 pp．131－140

「銀河鉄道の夜」の圭題
　　　　　自己浄化の旅

横　山　明　弘

　はじめに

　「銀河鉄道の夜」は難解な作晶と言われ，様々に論じられているが、その難解さの一因は作晶

に投影されているキリスト教思想の解明が，為されていないからではないだろうか。この論文に

おいては，作品からキリスト教思想を抽出することによって，作品の主題を考察したい。テキス

トは後期形に拠る。

　宮沢賢治とキリスト教については，すでに佐藤泰正氏や上田哲氏による研究がある。特に上田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
哲氏の著作である『宮沢賢治　その理想世界への道程』は，私がこの問題に取り組んでいる時に

刊行され，大いに刺激を受けた。この論文においても参考にさせて戴いた。

　尚，今年（昭和62年）2月，私が勤務する学校で，中学1年生を対象にこの作晶を取り扱った。

主題をまとめさせたものの内，優れたものを論文の末尾に付け加えておく。

1．ジョバンニの孤独と嫉妬

　この作晶の特に前半において，ジョバンニは孤独で嫉妬深い少年として描かれている。まずそ

の点について把握しておきたい。

　孤独で嫉妬深い性格は，彼の家庭環境と関わっている。父親は北の方の漁に出ていて何か悪い

ことをやり，監獄に入っているといううわさがたてられている。とにかく今は不在で，その上毎

親も裏町の小さな家で病に臥している。そのためかジョバンニは朝は新聞配達，放課後は活版所

で活字拾いのアルバイトと忙しい6毎日教室でも眠く，本を読む暇も読む本もない。

　ジョバンニの家庭は，このように貧しく恵まれていないので，ジョバンニは皆からからかわれ，

傷ついて孤独に陥るのである。

　　　青い胸あてをした人がジョバンニのうしろを通りながら，「よう，虫めがね君，お早う」

　　と云ひますと，近くの四五人の人たちが声もたてずこっちも向かずにわらびました。
　　　　　　　　　・　・　・　・　…　　　　　．　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛2）

　　　ジョバンニは何べんも眼を拭ひながら活字をだんだんひろひました。　（傍点引用者）

　そんなジョバンニは，父親同志が友人で，幼い時から遊び相手だったカムパネルラに憧慣を抱

いている。博士である父を持っカムパネルラは，優等生で人望厚く少年達の中心的存在であった

からである。

　　　ジョバンニが学校の門を出るとき，同じ組の七八人は家へ帰らずカムパネルラをまん中に

　　して校庭の隅の桜の木のところに集まってゐました。それはこんやの星祭に青いあかりをこ
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　　しらへて川へ流す烏瓜を取りに行く相談らしかったのです。（傍点引用者）

　ところがそのケンタウルス祭の夜，烏瓜を流しに来たザネリのグループにrラツコの上着が来

るよ」とはやされて，ジョバンニはまっ赤になり動揺する。だが彼にとってより不幸だったこと

は，その集団の巾に自分が唯一人頼みとするカムパネルラが居たことである。

　　　ジョバンニは，何とも云へずさびしくなって，いきなり走り出しました。

　ジョバンニの孤独は，このとき体の芯まで染み通った筈だ。ジョバンニはこのつらい現実から

逃れようと，黒い丘の頂にのぼっていき，その後なぜか，カムパネルラと二人銀河に旅立つので

ある。

　銀河鉄道の旅が始まってまもなく，鳥を捕る人が乗り込んでくる。ジョバンニはこの鳥捕りに

対して，わけもわからず気の毒でたまらなくなり，　「この人のほんたうの幸になるなら自分があ

の光る天の川の河原に立って百年つ∵けて立って烏をとってやってもい＼といふやうな気がして，

どうしてももう黙ってゐられなくなる」’反面，「僕はあの人が邪魔なやうな気がしたんだ。だか

ら僕は大へんつらい」と思ったりする。カムパネルラとの旅を誰にも邪魔されたくないのである。

　このジョバンニの鳥捕りに対する過剰な同情は，幻想第四次の世界においても、．鳥を捕り続け

なければならない因果に生きることへのものであろう。この鳥捕りは，生き者をあやめることが

仕事である点と，同情を持って描かれている点において，rなめとこ山の熊」の小十郎にきわめ

て近い存在である。

　さてジョバンニには，鳥捕りよりももっと強力なライバルが現われる。船が氷山に衝突して，

溺れ死んだ女の子が，家庭教師や弟とともに乗車してきたのである。ジョバンニは案の上，カム

パネルラとおもしろそうに話している女の子に嫉妬する。

　　　ジョバンニはもう頭を引っ込めたかったのですけれども明るいところへ顔を出すのがっら

　　かったのでだまってこらへてそのまま立って口笛を吹いてゐました。……中略……（あ＼ほ

　　んたうにどこまでもどこまでも僕といっしょに行くひとはないだろうか。カムパネルラだっ

　　て一あんな女の子とおもしろさうに談してゐるし僕はほんたうにっらいなあ。）

　しばらくの問，ジョバンニはこの嫉妬の苦しみから逃れることができず，それが繰り返し描か

れる。

　母は病に臥し，父は監獄に入っているとうわさされ，アルバイト先でも同級生からもからかわ

れるジョバンニは，心を大きくもつことができず，誰か一人でも自分を理解してくれ，一緒に居

てくれる友が欲しかった。それを妨げようとする女の子は，ジョバンニにとって激しい嫉妬の対

象とならざるをえない。

2．自己犠牲

　このようにジョバンニは，恵まれない環境に育ち，孤独セ嫉妬深く描かれているが，鳥捕りに

対して示したような優しい性情も持っている。作品の後半においては，ジョバンニのこの優しい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
性情に自已犠牲の観念が植えつけられていく過程が描かれる。

　まず先程の女の子と弟を連れて乗車した家庭教師の話は，ジョバンニとカムパネルラに．とって

衝撃的であった。青年達は太平洋（？）を渡航中，氷山にぷつかり溺れ死んだのである。他の子供達

を押しのけてボートに逃れることもできたのだが，とてもその勇気がなかろた。それでもこの二人

を助けるのが自分の義務だと思ったり，rこのまま神のお前にみんなで行く方がほんたうにこの

方たちの幸福だと思」ったりしているうちに水に落ちてしまったのである。

　　　そこから小さないのりの声が聞こえジョバンニもカムパネルラもいままで忘れてゐたいろ

　　いろのことをぼんやり思ひ出して眼が熱くなりました。

　カムパネルラはこの青年達の溺死による自已犠牲の死を聞いて，自分の死が想起され自分の選

択を正当化し，母親にすまないと患っていた感情を慰める。ジョバンニは氷山の流れ局北のはて

の海で，小さな船に乗り，風や凍りつく潮水や烈しい寒さとたたかって，一生けんめい働いてい

る人を思い出し，次のような言葉を吐く・。

　　　ぼくはそのひとにほんたうに気の毒でそしてすまないやうな気がする。ぼくはそのひとの

　　さいはひのためにいったいどうしたらい＼のだろう。

　自己犠性の死によって霊と化した青年達との遭遇が，’ジ自バンニをr浄化」させ，人の幸福の

ために生きるように方向づけているのである。

　「自己浄化」を迫る第二の契機は，蜴の火である。

　　　川の向ふ岸が俄かに赤くなりました。楊の木や何かもまっ黒にすかし出され見えない天の

　　川の波もときどきちらちら針のやうに赤く光りました。まったく向ふ岸の野原に大きなまっ

　　赤な火が燃されその黒いけむりは高く桔梗いろのっめたさろな天をも焦がしさうでした。

　川の向うに蜴め火が出現し，女の子がその火にっいて父親から聞いたという話を語り始める。

バルドラの野はらに住んでいた一ぴきの蜴は，小さな虫やなんかを殺して食べていた。ある日，

いたちに見付かって食べられそう’になったとき，井戸に落ちて溺れ始め，次のように祈ったとい

う。私はいくつも命をとってきたのに，自分が食べられそうになったときは一生懸命にげた。ど

うして私は私の体をだまっていたちに呉れてやらなかったのだろう。こんなにむなしく命をすて

ずにどうかこの次にはまことのみんなの幸のために私のからだをおつかひ下さい。　（傍点筆者）

　この女の子も蜴の話によって，むなしく命を捨てはしなかった自分や弟を慰めているのである。

　第三は銀河鉄道を下車した後に発覚したカムパネルラの死である。カムパネルラは舟の上から

烏瓜のあかりを水の流れる方へ押しやろうとして，水へ落ちたザネリを救ったのだが，自分はそ

のまま溺死する。

　夢から覚醒したジョバンニは，その話をマルソから聞き，カムパネルラはもうあの銀河のはず

れにしかいないと思う。それ以上の感想は漏らしていないが，カムパネルラとの別離の前に宣言

したr僕はもうあのさそりのやうにほんたうにみんなの幸のためならば僕のからだなんか百ぺん

灼いてもかまわない」という自已犠牲の思想が，ここで凝固し肉体化したと私は考える。

　この作晶は父が漁に出て不在で，母が病床にあり，孤独でひがんでいた少年が，・銀河鉄道の旅
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での青年達との遭遇，女の子による蜴の話，さらにカムパネルラの死を通して，r浄化」されて

いく話なのである。

3．カムバネルラの役割

　先に見たよろに，ジョバンニはカムパネルラに憧慣を抱いていた。カムパネルラの方もジョバ

ンニが，いつも忙しく働いたりしているのを気にはかけていたが，ザネリにからかわれているの

を成り行き上，r気の毒そうに，だまって少しわらって，怒らないだろうかといふやうに」見て

いただけだった。

　この後すぐに，カムパネルラはザネリを助けようとして溺死するが，カムパネルラの霊はジョ

バンニのことが気にかかって，丘で孤独にうちひしがれているジョバンニの所へ行って，銀河の

旅に誘い出したのである。冒頭の授業で，先生の質問に答えられなかったジョバンニをカムパネ

ルラは気の毒がって返事をしなかったが，この二人の関係を考えるとこのことは，少しも不自然

ではない。

　ところでカムパネルラが霊と化して出現していることは，次の描写を読めば明らかである。

　　　すぐ前の席に，ぬれたやうにまづ黒な上着を着た，せいの高い子供が，窓から頭を出して

　　外を見てゐるのに気が付きました。（傍点引用者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　14〕
　新井正市郎は宮沢が霊が存在することに固い信念を持っていたと証言している。この点にっい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5〕
ては，宮沢を神秘主義者として位置づけようとした栗谷川虹氏のr見者の文学』に詳しい。

　さて銀河の旅の終わりに，ジョバンニがカムパネルラに次のように決意を語る。

　　　「僕はもうあのさそりのやうにほんたうにみんなの幸のためならば僕のからだなんか百ぺ

　　ん灼いてもカ）まわない。」

　　　　　　　　　　　　　やみ
　　「僕はもうあんな大きな暗の中だってこはくない。きっとみんなのほんたうのさひはひをさ

　　カミしにイ子く。」

　カムパネルラはジョバン三のこの力強い決意を聞いた直後，姿を消している。それはジョバン

ニを導いて，　「浄化」させる役割を終えたからではないだろうか。キリストが十字架刑に処せら

れて，パウロのもとに出現しパウロを導いていったように，カムパネルラは自已の死を契機とし

て，自已犠牲の生き方と天上の存在を教えたのである。

　カムパネルラは，「ヨハネによる福音書」にあるr人がその友のために自分の命を捨てること，
　　　　　　　　　　　（6〕
これよりも大きな愛はない」という思想を生きた。人望があり，少年達の中心人物であったカム

パネルラが，ジョバンニをからかい，最もいじわるだったザネリのために死ぬ。そしてそのカム

パネルラの霊が，カムパネルラを信じ頼っていたジョバンニをr浄化」して，rみんなの幸福の

ために生きる」という菩薩行の精神を持っに至らしめる。この構造は，罪がなく無垢だった神の

ひとり子キリストが，原罪を有する人間のために十字架刑に処せられ復活し，そのキリストを信

じ隣人愛を実践する者を罪と死カ）ら解放するというキリスト教の核心部分と酷似していないだろ
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うか。整理すると次のようになる。

　　　　　　　　1　　原罪を持つ人問
　　　　　　　　／
　　　　　　／（救う）

神の子キリストー礫刑

　　　　　　＼（復活1導／）

　　　　　　　　　　　パゥロ（信者）一一一→隣人愛

　　　　　　　　　　　　　いじわるなザネリ
　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　／　　（救う）
　　　　　　　　．■
優等生カムパネルラー一一　溺死

　　　　　　　　　　＼＼（霊となって現われ導く）

　　　　　　　　　　　　　ジョバンニ＿、＿一→菩薩行

　宮沢は妹としを失ってから，妹からの通信を待ったり，あるいは受け取ったという内容を詩に

している。こういう体験が，死者が生者を導くという発想を生み，この作晶に投影されたことは

間違いのない事実であろう。

4．　r＋字架」

　この作晶にはキリスト教に関する事柄が多く描かれている。r＋字架」rバイブル」「賛美歌」

「カトリック風の尼さん」等，これらは単に作晶を彩る装飾にすぎないのだろうか。私はr＋字・

架」にこそ，この作晶の主題を解き明かす鍵があると考えている。

　　　　　・その流れのまん中に，ぼうっと青白く後光の射した一っの島が見えるのでした。その

　　島の平らないただきに，立派な眼もさめるような自い十字架がたって，それはもう凍った北

　　極の雲で鋳たといったらい＼か，すきっとした金いろの円光をいただいて，しづかに永久に

　　立ってゐるのでした。

　次のrローマ人への手紙」を参照していただきたい。

　　　わたしたちの内の古き人は，キリストと共に十字架につけられた。それは，この罪のから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　　だが減び，わたしたちがもはや，罪の奴隷となることがないためである。

　キリストが十字架上で死ぬことにより，　rわたしたちの内の古き人は，キリストと共に十字架

につけられた」，つまり十字架は，私達が罪を葬り，新しく生まれかわることを象徴しているので

ある。ジョバンニもカムパネルラに導かれ，北十字から南十字をめぐる銀河の旅路に，ひがみ根

性や嫉妬心を「十字架」につけたのである。「十字架」は単なる装飾品として描かれているので

はなく，ジョバンニが罪を捨て去り，新しく生まれ変わる場所として，設定されているのである。
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「自已浄化」の象徴として描かれているのである。

　さらにこのr＋字架」を銀河にたてたところに，宮沢のすばらしい独創がある。

　　　自我の意識は個人から集団社会宇宙と次第に進化する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18〕
　　正しく強く生きるとは，銀河系を自らの中に意識してこれに応じて行くことである。

　と宮沢は宣言しているが，銀河系を意識することによって，争いの原因となる小さな自我など

捨ててしまえと言いたかったにちがいない。

　ところで宮沢はこのように，キリスト教の思想を借りながらも，帰依はしなかった。その原因

のひとっであると思われる問題を作晶から窮うことができる。

　銀河鉄道がようやく南十字に近づき，青年が姉弟に降りるように勧めた時，もう少し乗車して

いたいという男の子を弁護して，ジョバンニは女の子と問答する。

　　　「天上へなんか行かなくたってい＼じゃないか。ぼくたちここで天上よりももっとい＼と

　　こをこさへなきあいけないって僕の先生が云ったよ。」（傍線引用者）

　　rだっておっ母さんも行ってらっしゃるしそれに神さまが仰っしゃるんだわ」

　　「そんな神さまうその神さまだい。」

　　「あなたの神さまうその神さまよ。」

　「ここ」の解釈はむずかしいが，ジョバンニは死んでいないのでその自覚がなく，地上をさし

ていると私は考える。すでに死んでいる女の子とは，生者と死者という立場上のずれがある。し

たがってもはや，天上へ行くことしかできない者とこれから地上へ復帰していく者とのこの問答

は，破綻を来たすしかない。上田哲氏はこの場面でr地上天国建設」の理想を語っていると述べ
　　　　19〕
ているが，宮沢は破綻を承知の上でそれを描いたのだろう。

　ところでr僕の先生」を上田氏は，田中智学と考えているが，日蓮としてもよいのではないだ

ろうか。宮沢が二十五歳で家を飛び出したのは，日蓮の遺文集が棚から落ちてきたことが，その

機縁だったと伝えられている。宮沢はその御書を持って上京したのである。

　日一蓮は当時，阿弥陀仏の慈悲にすがれば，必ず極楽に往生できるという他力易行をすすめる浄

土教信仰を批判した。その最も大きな理由は，現実の娑婆世界を捨てて，遠い極楽浄土に人生の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10〕
すべてを委ねることに疑問を抱いたカ）らである。

　日蓮が浄土教を批判した同じ観点から，作者はジョバンニに女の子の信仰を批判させている。

キリスト教には「汝の隣人を愛せよ」という思想とともに，ある教団によっては，クリスチャン

の生活原理とまで言われる「……世と交渉のある者は，深入りしないようにすべきであ’る。なぜ
　　　　　　　　　　　　　　　　（11〕
なら，この世は過ぎさるからである」というような現実に対する消極的な思想が内包されている。

宮沢が当時接触したキリスト教が，どういうものであったかという実証的研究が必要とされるが，

熱烈な法華経信者であり，国柱会に入信し限実を変革しようとした宮沢には，天上をひたすら憧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
れる、という思想は，受け入れがたかったと思われる。

　だがだからと言って，宮沢は天上をまったく念頭に置かなかった訳ではない。宮沢は異空間の

存在を信じていたし，r天上どこぢゃない，どこでも勝手にあるける通行券」を持っていたジョ
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バンニは，皆の幸福のために，天上が存在することを地上に伝達する使命を作者から与えられて

いる。天上の存在を知ることは，この現世を相対化し，あせりやねたみや不安や苦悩や欲望の追

求を緩和させるのである。

おわりに

　このように読んでくると，この作晶は父が不在で母が病に臥し，孤独でひがんでいた少年が，

その友の死を契機として，罪を銀河の十字架につけ，「自已浄化」を果たし，みんなの幸福のた

めに生きようと新しく生まれ変わる話なのである。

　ところで，私がしばらく通っていたプロテスタントの教会で，「清め」ということが，十字架

との関係で盛んに言われていた。私はそこで，この作晶との類似性に気ずいたのだが，一主人公が

他者の悲劇を通して清められていく点と，人間が完全に清められることは不可能なので，r浄化」

という言葉を使用した。心のけがれ，罪などを除くという意味である。

　ただ，皆の幸福のために生きるということが，r自己浄化」という言葉の内容から，はみ出し

ていることをここで述べておかねばならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　113〕
　宮沢が生前唯一刊行したr注文の多い料理店』の序の末尾に，次のようなζとが書かれている。

　　　けれども，わたくしはこれらのちいさなものがたりの幾きれかが，おしまひ，あなたρす

　　きとほったほんたうのたべものになることを，どんなにねがふかわかりません。

　宮沢は純粋なものを与えることによって，子供達が清められていくことを願っていたと思われ

る。このr銀河鉄道の夜」では，さらに皆の幸福のために生き＝るという積極的な生き方の種子を

蒔こうとしたのではないか。

　さて，宮沢がその晩年まで書き継ぎ，最も多ぐ彼の思想を内包し，童話製作の意図とも合致し

ているこの作品が，教材化されることは不可能であろうか。この作晶の教材化に何らかの参考にな
　　　　　　　　　　　　（1④
なればと思い，我が校での主題指導の実践を最後に付記することにした。

生徒の作晶例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤彰浩

　孤独で僻んでいるジョバンニ少年の父は，漁に出たきり戻らず監獄入りのうわさまで流れ，母

も病床に伏しているため，彼はアルバイトをして，多忙で貧しい生活を送っている。

　ケンタウル祭の夜，母のために牛乳を取りに行ったジョバンニは，川へ烏瓜を流しに行く級友

と出会い馬鹿にされる。ところがそのグループの中に優等生で大の親友のカムパネルラがいたの

で，ひとり天気輸の柱の下へ体を投げ出してしまう。

　しかしいつしか，カムパネルラと共に小さな汽車に乗り，無数の星が煙めく天の川を走ってい

た。途中鳥捕りや姉弟とその家庭教師の青年らと出会うが，ジョバンニはカムパネルラの独占を
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邪魔された思いで，憂うつだった。けれども銀河の旅は彼の心を豊かにし楽しませてくれるので

あった。

　青年らと乗客らは一人の神らしい人に迎えられ，いつの間にかカムパネルラの姿も見えなくな

ってしまっていた。ジョバンニは眠りから覚めるとすぐに村に帰ったが，カムパネルラが川に落

ちた最悪のザネリを救おうとして，溺死したことを知らされた。

　この作晶を通して作者は，親友の犠牲死を契機に短所を雄大な銀河で洗い落とし自己を清め，

皆の幸福のために真理を追求して生きる自己犠性の精神を悟るにまで成長した心の狭いいじけた

少年の転生のロマンを描いた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中琢三

　寂しく孤独な魂の持ち主であったジョバンニ少年は，ケンタウル祭の夜，丘の頂上にある天気

輪の柱の下で，冷たい草に身を投げていた。すると何時しか，彼は親友であり憧れを抱いていた

カムパネルラと共に軽便鉄道に乗り，黄玉や水晶の煙めく天の川を走っていた。

　この「幻想第四次の銀河鉄道」に奇体な鳥捕りや，難波にあい他の子供達の為にあえて救命ボ

ートに乗らず，神の御前に行く方が本当に自分達の幸福だと思い，溺死した青年らが現れる。ジ

ョバンニは彼らとのやり取りで自分の醜い目我を取り去り，人々の幸の為の自已犠性に生きよう

とする心が生まれ，それをカムパネルラに告自する。本当の幸の探求を決意したジョバンニの前

からカムパネルラの姿は消え，夢の中の旅は終わる。

　ところでカムパネルラは現実に溺れそうになった友人を助け，自己犠牲による死に至っていた。

ジョバンニは，　「カムパネル’ラはもうあの銀河のはずれにしかいない」という気がして仕方がな

いのであった。

　r南無妙法蓮華経」一真理に帰入して成仏するといろ護符を持った一人の少年が，広大な銀

河系宇宙を舞台にそれを達成する過程を作者は描いた。人間の幸福とは何か，それをどうして求

めるか，という問題に対して，「真理に帰入」するという一つの結論を出し，その「真理」とは

何か，を問うている。また自已犠性の精神も描いている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福永達也

　ジョバンニは丘の上で一人倒れていました。今日はケンタウル祭だというのに，何も楽しいこ

とがなかったからです。やがて列車に乗っていました。親友のカムパネルラと一緒に，旅は北十

字から南十字へ，各駅停車で途中二人はいろんなものを見てきました。

　透き通る天の川，菓子になる鳥を捕る人，化石を掘る大学士，空の工兵大隊，狩りをするイン

ディァン，やがて二人は女の子と同席になりました。カムパネルラは女の子と楽しそうに話を始

めますが，ジョバンニは激しい嫉妬を覚えました。しかし彼等が南十字で降りてしまうと、人の

幸福のためにどんなことをしてもいいと思うようになりました。するとそんな彼を見ていたカム

パネルラは消えてしまいます。ジョバンニは悲しみましたが，一度誓った決心は心に残ります。
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　やがて丘から降りてきた彼は，カムパネルラの死を知ります。

　自己犠牲とは人のために自分の大切なものを捧げることですが，時として命を失うこともあり

ます。しかしそこまでして，人は実行します。それが一番人間らしいことで，自分のためでもあ

ることがその人には分かっているからです。それに報わせるために作者は神を登場させ，それを

生きているうちに見たジョバンニが，心を入れかえるのも当然なことなのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掘井克紀

　ジョバンニは貧しい家に生まれ，活版所に勤めていた。母は病気で，父は遠い海へ行っている

のか，悪いことをして監獄．に入っているのかわからないぐらい，家に居なかったからだ。

　ジョバンニには，カムパネルラという父の代から友達だった仲のとても良い少年がいた。彼は

心遣いがとても良く，優しい少年であった。だから他の少年がジョバンニに悪口を言う時でも，

彼は決して言わなかった。

　ケンタウル祭の夜，母のために牛乳をもらいに行く途中，日頃から悪口を言ってくるザネリに

からかわれ，川原に行った時もまたからかわれた。その時，カムパネルラも何人かにまじって，

笑っているのをジョバンニは見てしまい，たった一人の友人と思っていた彼に裏切られ，とても

ショックを受けた。

　だがしばらくして，ジョバンニとカムパネルラは，幻想第四次の銀河鉄道に乗っていた。カム

パネルラは舟から落ちたザネリを助けるために犠牲となって死んだ霊であった。カムパネルラは

本当の幸福をジョバンニに探させるために，架空の鉄道によって導いていたのだった。それをジ

バンニに悟らせると，天国へ行ってしまった。

　作者はこの作晶を通して，他人を救うために月ら命を絶ったカムパネルラが，貧しい家柄の友

に真の幸福を求めさせようと霊となって導いた神秘的な友情を言おうとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤森和彦

　父が漁に出かけ，母も病床に伏しているので，ジョバンニは新聞配達や活字拾いのアルバイト

をしている。そのため毎日教室でもねむく，本を読む暇もない。そんなジョバンニをザネリらが，

「ジョバンニ，らっこの上着が来るよ」とひやかすが，友達のカムパネルラだけが，優しくして

くれる。

　ケンタウル祭の夜，ジョバンニは牛乳を取りに行ったかえりに級友たちに出会い，またひやか

される。その上「カムパネルラと一緒に遊ぼう」と思っていたのに，ザネリの集団の中にカムパ

ネルラがいたのに失望し，寂しさのあまり丘の頂上へ走り出す。そこへ寝ころんだジョバンニは，

いつのまにか四次元空問を走る汽車に乗っていた。

　ジョバンニはその車両の中で，ザネリを救うために死んだカムパネルラや鳥を捕る人，子供を

救うために死んだ青年等に出会う。このようなことから，ジョバンニの心に自已犠牲の気持ちが

植えつけられ，銀河旅行の終わりに近づいた時，カムパネルラはジョバンニが自已犠牲を理解し
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たのを確かめて，天へ昇っていく。親友がいなくなったので，ジョバンニはひどく悲しむが，本

当の幸福を求めると新たに誓う。

　この作晶は自已犠牲を強く訴えると同時に，妹と死別しひどく悲しみ，孤独を味わった作者を

ジョバンニに託して描いている。

尚，授業では初期形を使用した。
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